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競　演
木谷忠夫〈昭和37年卒〉

「商大は一つの大きなサークルのようだ」

卒業式の日、何気なくこんな言葉をSNSに投稿した。

一学年500人もいない小さな大学だが、だからこそ圧倒的な「絆」があった。

学年、職業が違ってもこの絆は全く変わらない。

社会に出て、東京に住み、多くの先輩方とお話する機会を頂いているが、昔

はあんなに長く感じていた「地獄坂」が共通言語となって距離が縮まり、小

樽を憂いながらお酒を飲むと、大学時代を思い出して仕事の疲れも忘れてし

まう。

これからも一生、こんな感じで「サークル」活動を楽しんでいこう。

たまには地獄坂、歩きたいな。

織　田　開　智　
（平成26年卒）

巻頭リレーエッセイ
サークル活動



2

　こんにちは。小樽商科大学硬式庭球部2年、第105代應
援團團長の谷口貴彦です。私がこの小樽商科大学に入学
してから、あっという間に一年が経過しました。まだま
だ若輩者の2年目ではありますが、一つだけハッキリと
言えることが有ります。それは、この一年間が今迄に無
い、そしてこの商大でしか経験し得ないものであったと
いうことです。
　昨年センター試験を終え幾つかある進学先の候補で
悩んでいた私に、父が他の選択肢を押し退けるかのよう
にして商大への進学を強く勧めてくれたことが全ての
始まりでした。
　生まれも育ちも小樽である私にとって、この時点での
商大に対するイメージはまだ「地元の大学」程度の認識
しかなく、当時はこれが覆ることなど想像すらしていま
せんでした。
　そしてこのイメージは入学式で應援團が披露したデ
モンストレーション、新歓の食事会、硬式庭球部として
の活動開始など、様々な要因が絡み合っていく過程で
あっという間に変貌を遂げました。
　また変貌したものはそれだけではありません。周囲か
ら見た私の大学生活も、予めあったイメージとはかけ離
れたものになったことと思います。晴れて緑丘人になっ
た私ですが、運動部と應援團を兼ねることなど私自身を
含め誰が予想できたでしょうか。ましてや團長になるな
どとは想像もつかなかったことでしょう。この道を歩む
と決めた私はこれら組織の活動に、二つの誇りを持って
参加しています。
　一つは、硬式庭球部として活動を始めることで、「部
活」としてテニスを継続し、仲間と共に一丸となってテ
ニスに向き合うという経験です。テニスは個人競技では
ありますが、王座戦と言われる団体戦形式のリーグ戦が

あり、出場するか否かを問わず、全員でこの王座戦を目
標にしています。また自身の腕を磨くために他の部員と
切磋琢磨するという経験は、商大のサークルの性質とは
些か異なり、硬式庭球部だからこそ体感できると確信し
ています。
　もう一つは、應援團に入った事により、「校歌 金鱗踊
る」「若人逍遥の歌」をはじめとした様々な歌や、演舞「雲
竜型拍手」や、「胡蝶の舞方」、そして團長就任による下
駄上げ、檄文の筆記などを通して商大應援團の精神性に
触れ、より一層商大を好きになることが出来たことで
す。このような経験は他の団体では絶対にできません。
昨今、自分の母校が商大であることを強く誇れる現役の
学生は、悲しいことに限られてきています。だからこそ、
そう思える同胞を一人でも多く増やすことを目標に、7
月14日（日）に挙行する対面式に臨む所存であります。
最後になりましたが、復活から数えて10周年を迎える対
面式に携われること、王座戦一部リーグ復帰の大きな
チャンスに在籍できたこと、何よりこのような濃い学生
生活を送れる小樽商科大学に入学出来たことは私の大
きな誇りと自信です。卒業まで残された時間の一瞬一瞬
を大切にしながら日々邁進していきたく思います。

発展途上の商大生活
谷　口　貴　彦　

（小樽商科大学商学部2年）

−家族で緑丘人−

両親（ともに昭和60年入学）と私
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　今回、札幌支部から「親子で緑丘人」というテーマで

の出稿依頼があり気軽に引き受けたのですが、何を書い

てよいかずいぶんと迷いました。いろいろ考えた末、息

子が同窓になった感想を率直にお伝えしたいと思いま

す。共通項が増えてじわーっと嬉しくなったというのが

率直な感想です。

　私は小樽商大を卒業し、大手損保の一角である三井住

友海上火災保険株式会社へ入社したのち、祖父が創業し

親族で経営している松尾ジンギスカンへ戻り、現在北海

道の食文化ジンギスカンを日本の食文化として世界へ

発信するための札幌、新千歳空港、東京エリアでのレス

トラン進出の担当役員をしております。サラリーマン時

代の経験は、きつい営業数字を達成したり、困難な仕事

を乗り越えるうえで、仲間との食事がどれだけ励みにな

るのかを実感する経験となり、現在のレストラン店舗開

発に大いに役立っています。

　このたび小樽商大に入学した長男は北海道教育大学

附属札幌小学校・中学校から札幌旭丘高校へ進学し、そ

のままストレートで小樽商大に入学しました。高校では

サッカー部に所属し、友人もでき充実した高校生活を

送っていたようです。しかし、息子は大学ではサッカー

部に入部せず、水泳部に入部しました。新しく水泳に挑

戦したいという気持ちもあったのでしょうが、水泳部を

選んだ最大の理由は練習時間が朝練中心のため希望の

講義を受講できるからということでした。私自身の学生

生活を振り返るとずいぶんまじめな学生生活だなと感

心しています。

　息子が商大に合格し、入学するか浪人するかの選択の

時、「妥協して入学し、あとで後悔するぐらいだったら

浪人せよ。商大は入ったことで一生胡坐をかけるような

大学ではないかもしれないが、自分を磨き続ける覚悟が

あるのであれば、一流企業の役員や世界の第一線で活躍

することができる良い大学だ。それは実際に各界で活躍

している多くの先輩が証明している。」と伝え、そして

彼は小樽商大への進学を決めました。

　自分を磨き続け、これまでやってきたことに胡坐をか

くのではなく挑戦し続ける。これが私と息子の親子共通

のテーマとなっています。

ともに挑戦し続ける
歌　原　邦　芳　

（平成7年卒）

−親子で緑丘人−
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 会員数2,300名以上!!
緑丘会札幌支部は札幌市内・近郊を中心に約2,300名が

所属し、同窓生同士や商大本校・現役学生との情報交換

や親睦を図り、各種行事やセミナー・講演会などを開催

しています。ゴルフ・囲碁・ランニング等のサークルも

あります。

イベント盛りだくさん!!
新年交礼会（2月）・年次大会（7月）など、どなたでも参加

できる行事のほか、ビジネス交流会（年4回）や、同窓生の

講師をお招きする緑丘サテライトセミナーなどのいわゆる

「勉強系」のイベントも定期的に開催しています。

また、他支部（仙台・東京など）で開催されるイベントにも

もちろん参加できます。

近年は、平成20年以降に卒業された方の参加が増えてお

り、若手同士の交流も活発です。

 ホームページ・SNSも積極活用!!

札幌支部からの情報は、年2回、会報誌「緑丘さっぽろ」（本誌のことです）を発行し、会員の皆さんにお送りしています。

また、ホームページやSNSなどの活用も積極的に行なっていきます。

札幌支部ホームページでは、同窓生の活躍の様子や最新ニュース、各行事のお知らせや開催報告など、さまざまな情報を掲載して

います。札幌支部のFacebook（フェイスブック）でも、さまざまな情報をご覧いただけます。アカウントをお持ちの方はぜひ「いい

ね！」をお願いします。 https://www.facebook.com/小樽商科大学同窓会緑丘会札幌支部/　で検索してください。

 会費のお支払いをお願いします!!

活動にはどなたでも参加できますが、ご賛同いただける方はぜひご入会をお願いいたします。支部会費は「年額3,000円」で、まとめ

払いによるお得な割引制度もございます。連絡先は14ページにてご確認ください。

7月6日開催の年次大会の受付でも、入会申込や会費の納入を承ります。

札幌支部は会員の皆様の会費によって運営されています。ご協力よろしくお願いいたします。

緑丘会札幌支部とは？

緑丘会札幌支部は、札幌圏にいる商大卒業生の交流・親睦が目的で設立され、事務局は札幌駅西口「sapporo55ビル」3階・
小樽商科大学札幌サテライト内にあります。
緑丘会札幌支部について、どんな組織なのかご紹介いたします。
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イベントカレンダー
札幌支部に寄せられた行事のご案内です。お時間がございましたら、ぜひ足をお運びください。

6/16 日
第31回おたる運河ロードレース大会
小樽色内ふ頭を9時にスタート。今年も多くの同窓が参加します。
エントリーは既に終了しておりますが、小樽港の潮風を満喫しな
がら応援、観戦にお出かけください。

6/18 火

～

23 日

丘美会絵画展2019
と　き▶10：00～18：00（最終日は16：00）
ところ▶ギャラリー大通美術館（中央区大通西5　大五ビル）

6/28 金

～

30 日

第67回緑丘祭
今年のテーマは、「笑華満祭」 
※金曜日は学内限定

2020 年
2/15 土

札幌支部新年交礼会

この他にも緑丘サテライトセミナーなど、随時開催いたします。
日程が決まりましたら、支部のホームページなどでご案内いたします。

と　き▶14：00～16：30
ところ▶ロイトン札幌　（中央区北1西11）
300名を越える同窓が一堂に会する交流行事です。
新たな人脈作りの絶好の機会です。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

ところ▶小樽市サンモール商店街

8/15 木 緑丘戦没者慰霊祭
7ページをご覧ください。

8 月 第3回ビジネス交流会　開催予定
第1回の報告を8ページに掲載しています。どうぞご覧ください。

7/14 日 第105回対北大総合定期戦対面式
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　札幌支部の皆様こんにちは。小樽支部の天野で

す。私は昨年の7月に小樽支部長を拝命しましたが、

それまで緑丘会や支部の活動にほとんど携わったこ

とが無く、見るもの聞くもの全てが初めてで心細い

日々もありました。ですが、札幌支部長の山田先輩

をはじめ数多くの方々からご指導をいただき、一歩

ずつですが色々なことを理解できるようになってき

ました。また、全国支部長会議や他支部との交流機

会を経て、母校のお膝元として小樽支部の役割を強

く意識するようにもなりました。

　そのような中、札幌支部事務局長の上田先輩から

「緑丘さっぽろ」へ小樽支部の紹介を寄稿しませんか

とのお誘いがあり、就任してまだ一年に満たない身

ではありますが、お受けすることにしました。

　令和に入った10連休さなかの5月2日に、小樽支部

の大森正昭・下中博文両副支部長と石川健幹事長の

4人で会合を持ち、他支部も課題となっている若い

世代の会員獲得の推進を第一の目的にすることとし

ました。これからは課題解決に向かって札幌支部の

諸施策をお手本に取り組んでいきますが、その前に、

諸先輩が築いてこられたこの小樽支部の歴史を紐解

き、その貴重な歴史の上に、お膝元の特性を十分活

かした活動を目指したいと思っています。

　急なお話であまり時間もなく、緑丘会本部へ数点

お尋ねしお応えいただきましたが、1939年（昭和14

年）に社団法人緑丘会が設立され、その9月に小樽市

稲穂の北海ホテルで「緑丘会評議員会」が開催され

たと『小樽高商　緑丘新聞』に記事があるそうです。

同時に支部も設立されたのではないでしょうか。80

年も前の事になりますね。また、『緑丘』改題第1号

（昭和48年12月）の支部だよりに、6月に開催された

小樽支部総会が取り持つ縁で当時の助教授と卒業生

が結婚されたという微笑ましいエピソードも載って

いるそうです。いずれにしても、小樽支部の歴史の

重みを強く感じるとともに支部活動にご尽力された

諸先輩の皆様に深く感謝申し上げたいと思います。

　将来、「緑丘会小樽支部100年史」が編纂されるこ

とを願い、今後は歴代の支部長や諸先輩から当時の

状況をお聞きし、昭和から平成の歴史を記録に残し、

新しい令和の時代の活動を後世に繋げるよう努力し

てまいります。

母校のお膝元支部として
緑丘会小樽支部長

天　野　友　嗣　
（昭和52年卒）

−他支部だより−

2017年忘年懇親会（ニュー三幸にて）
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2019年5月10日　北見市内での緑丘会

　あの日、8月15日が近づくと、きまって思い出す風景

がある。真っ暗だった夜が、灯火管制がなくなり、急に

明るくなったこと、4 ～ 5日後にP‐51だのグラマンの

米国戦闘機が超低空で青い空を飛びまわっていたこ

と、学校で教科書に墨をぬり、男女共学と称して、二人

掛けの机の隣に女の子がすわり、落ち着かなく、勉強

にならなかったこと、隣組の班長の威張ったどなり声

が、だんだん小さくなり消えていったこと、走馬灯で

ある。

　あの瞬間に、すべての権威と秩序が無くなり、自己

中心の世の中になり、これが今の私自身の人格形成に

大きく影響したであろうことである。

　大学に入り、もっとこの戦争を知ろうと思ったが、

反戦、反戦の流れに乗っただけで、何の成果もなく、究

明も出来ず、わかったことは始まった戦争を途中で止

めるのはむずかしく、結局、皆が被害者になり、不幸に

なってやっと終わるのかという諦観である。思うに、

あと5年も戦争が続いていたら、私自身ゲートルを足に

巻き、銃剣を持っていたかと思うとひと事ではない。

　大学の校庭の隅にある慰霊塔の前に急ごしらえの祭

壇を造り、正午のサイレンを合図に、黙祷・献花をす

るとなぜか心が安らぐ。関係者でもなく、まして格好

つける立場でもない私が慰霊塔に額づくと、少しは平

和を祈願したという気分になり、校歌など合唱すれば、

同窓の戦没者や松尾先生、先輩達の熱い思いを共有で

きたかと感じる。

　今年も、きっと参拝しよう。　　

　緑丘戦没者慰霊祭は、2019年 8月15日（木）11：59

より、緑丘戦没者記念塔前（大学構内奥）にて執り行わ

れます。多くの皆様のご参列をお願いいたします。

あの日
横　田　有　司

（昭和34年卒）

オホーツク管内在住のOBで交流を深めませんか？

過去には、北見・網走・遠軽地域などのOBが一緒に活動してい

ましたが、残念ながらそのつながりも今は途絶え、新たな集まり

を作りたいと考えています。管内にお住まいで興味のある方は

下記までご連絡をお願いいたします。

　岡　村　　　愛（H9年卒、旧姓吉田）	 090-3114-3310

　脇　　　優　子（H10年卒、旧姓野宮）	 090-7643-4357

　妻　鳥　洋　平（H13年卒）	 090-3770-5490

オホーツク管内にお住まいのOBの皆さんへ

お知らせ
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　大学の勉強を通して世の中の役に立つ人財を育む

のが小樽商科大学である、という前提にたったとき

卒業後の繋がりはとても大切であると思います。卒

業後、私自身が多くの先輩や後輩、同期の仲間に助

けられながらここまでやってきた経緯もあり、実学

で成果を上げるために同窓生を繋げていきたい、と

の思いに立ちビジネス交流会を発足致しました。

　まずは、より複雑になっていくこの時代に、若い

世代の皆さんのサポートになるような場を作りたい

と思いました。また逆に、急激な時代の変化にもつ

いていかなければならない40代以上のマネージャー

世代にとっては、年齢を超えたフラットな関係作り

から学ぶことが沢山あると思います。それぞれの世

代には時代の変化の中でそれぞれの経験や強みと弱

み、解決したい悩みや問題があります。これからの

時代を生き抜く為に、緑丘会札幌支部における「世

代を超えて学び合い助け合えるフラットな繋がり」

は大きな力になると信じております。

　第１回のビジネス交流会は平成31年2月28日（木）

18時半より「プラット22」にて開催致しました。現役 

2 年生の男性や平成30年度新卒のフレッシュな OG 

お二人など20代の方も参加され、定員を超える24名

の方が集まりました。参加してくれたみなさんのお

陰で世代を超えて『仲良くなる』という今回のテー

マや、フラットな関係づくりのために年配者にお願

いした「説教がましい話や自慢話をしない」

というルール遵守につきまして、無事に完

了することができました。二次会にも約半

数の方がご参加いただき、とても楽しい第 

1 回の開催となりました。

　今後も年４回程度の開催を継続していき

ますので、「仕事を楽しんでいる人」「明る

く生きている人」「説教がましい話をしない

人」「自慢話を長々としない人」「若者と仲良くなり

たい人」「ヤル気のある人」「悩んでいたり空回りし

ている人」「転職や独立を考えている人」「何かもっ

とやりたい人」「きっと自分にはもっと可能性がある

はずと思っている人」「世の中の役に立つ自分であり

たい人」「たくさん稼ぎたい人」等々…次回は是非参

加してみてください！

　第2回ビジネス交流会は、5月17日（金）18時半よ

り、「エーデルワイス」にて開催致します（5月13日現

在、現役2年2名、平成31年新卒3名を含む若手OB、

OGを中心に30名を越える方が参加予定）。さらに第

3回は8月開催を予定しております。

ご興味のある方は遠慮せずお気軽に緑丘会札幌支部

か、ビジネス交流会幹事八十島忍、または私渡邉至

宏までご連絡ください。

　皆さんのご参加を心よりお待ちしております！

ビジネス交流会報告
ビジネス交流会代表　

渡　邉　至　宏
（平成4年卒）
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代表取締役会長 横井 久（昭和32年卒）〒060-0032 札幌市中央区北2条東1丁目  TEL.011-221-9181
http://www.hokkaido-mazda.co.jp

Photo : XD L Package　Body Color : マシーングレープレミアムメタリック

MAZDA CX-8

　2019年3月18日。小樽商科大学の学位記授与式が挙行さ

れました。この日、小樽商科大学のグッズとして発売した

お菓子、それが「おたるの輝光」です。

　小樽の老舗・新倉屋さんと小樽商科大学・河森計二教

授のゼミナール（企業法学科）とのコラボ企画ということ

で、私は河森ゼミのゼミ長として参加させていただきま

した。小樽商科大学らしいお菓子とは何かをゼミ生が

チームに分かれて考えました。大学の資料や学生・留学

生に対してアンケートを取るなど、お菓子のコンセプト、

販売するターゲット、素材、パッケージ、そして価格と

いったことも考えました。特許庁の方からレクチャーを

受けるなど商標登録の仕方もあわせて学ぶことができま

した。

　「おたるの輝光」というネーミングは、小樽商科大学創

立25周年の際、学校新聞『緑丘』に掲載された言葉、「北に

一星あり小なれど其輝光強し」からのものです。小樽商科

大学らしさを考えるにあたり、この言葉の意味を深く考

えました。

　現在、小樽商科大学は商学部のもと4つの学科に分かれ

ています。大学の商品企画というと商学科のゼミが主に

関わってきたように思えます。「おたるの輝光」発売日、私

は大学を卒業しました。その際、卒業生の一部から聞こえ

た声。「企業法学科のゼミが、なぜ商品開発企画をしてい

るのか」。いまから4年前に小樽商科大学に入学した時は

学科に所属していません。でも、学科に所属する2年次以

降は、学科の個性はあるにせよ商学部のなかで何を学ぶ

かは「自由」であると思います。型にこだわるのではなく

自由に考える力を身につける。

　河森教授は、ゼミのなかで「商学部のなかで法を学ぶ意

味を考えましょう」とおっしゃられます。「おたるの輝光」

開発という実学として法を学ぶことができたことは、私

にとって大きな自信に繋がりました。

　学位記授与式後の緑丘会新入会員歓迎会の場でも、河

森ゼミとして「おたるの輝光」の紹介をさせていただきま

した。「小樽商科大学らしさ」を調べていくなかで、「小樽

商科大学らしさ」には、その時々の人の想いが綴られてい

ることに気がつきました。先の学校新聞『緑丘』には続き

があります。「緑ケ丘に築きたり廿五年文化の跡」。人との

出会い、そして人との繋がりを見つめながら、そこで得た

ことすべてに感謝しつつ、小樽商科大学で築いた想いを、

自信をもって紡ぎ続けたいと思います。

小樽商科大学の菓子
「おたるの輝光」に紡ぐ想い

久　末　崇　生
（平成31年卒）
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　校歌と並び入学式や卒業式、北大定期戦の対面式

さらに緑丘会の新年会や総会など学生や卒業生が集

まれば、必ず歌われる「若人逍遙の歌」。この曲はい

つどのように誕生したのであろうか。

　この歌の作詞者は昭和30（1955）年に札幌地検小

樽支部長として就任した高島茂氏（故人、当時48歳）

です。当時高島氏の部下の検事に昭和16年小樽高商

を卒業した森保氏がおり、森氏が高島氏に商大にそ

れまであった逍遙歌のことを話したところ、「自分も

商大の逍遙歌を作詞して献上したい」ということに

なり、作詞した詩は森検事の友人を通じて、当時学

生部長だった石河英夫教授に託され、先生はこの取

り扱いを応援団に委ねました。そして、曲を付ける

ために昭和32（1957）年5月25日付け「緑丘新聞」に

おいて作曲を募集したのです。

　その後、夏休み明けの締め切りまでに数編の応募

があり、当時3年生でグリークラブ指揮者野島和夫

氏、応援団団長吉田剛氏、応援団副団長山中茂氏（と

もに昭和34年卒）等の関係者が集まり、野島氏が

オルガンを弾きながら数編の応募作品を歌い、皆で

詮議してこれでよかろうと意見が一致したのが、当

時4年生だった宮内泰氏（昭和33年卒）の曲でした。

宮内氏は北大寮歌集をギターで爪弾きながら、学生

歌のおよその傾向を知り、3曲作って応募、そのうち

1曲が当選したのです。

　その後、当時グリーの顧問であった藤沢捻子先生

の手直しがあって曲として完成しました。

　初演は、昭和32年秋の新講堂での対北大定期戦の

壮行会の席上でグリークラブによって行われまし

た。平成29（2017）年12月には、現役の応援団有志に

より、若人逍遙の歌誕生60周年を祝う「うたの輪ま

つり」が宮内氏出席のもと開催されました。

　グリークラブOB会としては来年11月に開催予定

の創部100周年記念演奏会に宮内氏をご招待して、

開幕で歌う「若人逍遙の歌」を是非聞いていただき

たいと思っています。

　最近は「若人逍遙の歌」を知らないまたは歌えな

い学生や卒業生も多いと聞いております。小樽の四

季の移り変わりを謳ったこの逍遙歌を歌うことで、

先輩から後輩へと受け継がれるひとつの伝統の中で

自分も身を置いていると言うことが、あの青春の思

いとともに具現化してくるものといえるのではない

でしょうか。

　今後も我がグリークラブはもちろん応援団、各

サークル、すべての学生、卒業生とともに未来永劫

に歌い継がれる歌として「若人逍遙の歌」を歌い続

けて行きたいと思います。

　参考文献

　・2010年11月小樽商科大学広報誌ヘルメス・クーリエNO.27

　　「創立100周年記念特集」

　・2011年小樽商科大学グリークラブ史「若人逍遙の歌　誕生記」

　　野島和夫（昭和34年卒）

商大に歌い継がれる歌

小樽商科大学
グリークラブ札幌ＯＢ会会長

大　石　晴　也
（昭和55年卒）



小樽に関する問題です。ぜひチャレンジしてみてください。

　小樽市内に、JR北海道の駅はいくつあるでしょう。
　数と、すべての駅名を漢字でお答えください。

はがきにクイズの答えと、卒年、氏名、電話番号をご記入の上、
下記宛にお送りください。
正解者で年次大会に出席された方の中から抽選で、
素敵な賞品をプレゼント。
正解と当選者は年次大会の会場で発表します。
皆様のご応募、お待ちしています！

〒060-0005
札幌市中央区北５西５丁目７　sapporo５５ビル
小樽商科大学札幌サテライト内　緑丘会札幌支部
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第31回「空港でのトラブル対処法
～リスクを最小限にするために～」

　3月23日（土）、講師に髙﨑明氏（昭和57年卒　九州

観光専門学校非常勤講師）を迎えセミナーを開催いた

しました。空港勤務28年間の経験を元に「空港でのト

ラブル対処法」と題し具体的なトラブル事例をあげ講

演していただきました。

　前半では飛行機の遅延欠航の対処方法。具体的に新

千歳－成田－アトランタの乗り継ぎの場合の遅延の

リスクとそれを回避するためのチケット購入方法を、

LCCとFSCの運送約款の違いを含めてお話いただき

ました。混雑時は、空港内窓口の行列に並びながらも

コールセンターに電話してみるなど裏技も披露して

いただきました。

　後半は手荷物事故の対処方法。手荷物に入れていけ

ないものとして「現金・鍵・薬・免許証・重要書類等」

うっかり入れてしまう方が多いのではないのでしょ

うか？到着空港で手荷物を受取れなかった原因は乗

り継ぎ地で接続便に載せられなかった場合が多いそ

うです。

　その後、髙﨑氏を囲んで昼食会を開催いたしまし

た。こちらでは、演劇戦線同期の伊藤道代氏をはじめ

として参加者の方々と和気藹々、有意義な時間を過ご

す事ができました。参加人数は25名、その後の昼食会

は20名が参加し盛会の内に終了しました。

緑丘サテライトセミナー報告
緑丘サテライトセミナー
副部会長

福　井　郁　子
（昭和57年卒）

緑 丘 小 樽 ク イ ズ
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2019年ゴルフ会日程
開催日 コース名 スタート時間 備考

５月６日（月・祝）
※実施済み

札幌カントリークラブ
真駒内CC空沼コース １２：０１ プレー料金　10,800円

☎０１１－５９１－８４２２　6組

７月２６日（金） ツキサップGC 8：30 プレー料金　10,500円
☎011－881－6701　6組

室蘭工大ＶＳＯＢ対抗戦
８月24日（土） 札幌国際ＣＣ　島松コース 12：22 プレー料金　約13,000円（昨年）

☎０１１－３７６－２２２１　10組

９月22日（日） 札幌ＧＣ　由仁コース 12：02 プレー料金　13,728円
☎０１２３－８３－２７７７　6組

・今年度も昨年同様年4回開催とします。
  「小樽商大VS室蘭工大」コンペは第三回時に組み込み開催します。
・ 競技方式は全てダブルペリア方式（トリプルカット・上限36）により開催致します。
  （但し、室工大ＯＢ戦の開催要領は別途ご連絡致します）
・ 食事代・商品代として会費は３０００円。但し午後スタート時は、２０００円とし、食事は用意

せずドリンクとなります。
・ 使用ティはレギュラーティですが、満70歳以上の会員は、シルバーティを設けます。希望に

よりどちらかを選択出来ます。
・各例会はすべて支部長杯争奪戦とします。

緑丘会札幌支部　電話/FAX　011-231-6900　
メール　ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

競技方法

お問合せ

新緑の藻岩山麓ラン
　4月7日（日）、有志8名で集まり練習会を行いました。藻岩山麓
を通る好きなコースを気持ちよくラン！もちろん、風呂ビア泡
盛付き、いいえ、こちらがメイン？打ち上げだけの参加も出来ま
すので、是非ご参加下さい。

E-mail：h.miyake@amor-labo.com　　管理人：三宅

緑丘RUNNERS

run　@伏見稲荷神社 風呂からのビア・泡盛　@うちなぁ～
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平成31年（令和元年）度 MBA会行事予定について

　緑丘会MBA会は新しいメンバーを加え、さらなるパワーアップを目指していきます。「強靭なOBSネットワ

ークの創出」を目指し、今年度も様々なイベントを開催してまいります。

　修了生はすでに400名を超えました。さらに大きなフィールドへと繋がっていける年にしたいと思います。

　今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

主な行事予定

行事等 日程 備考欄

MBA総会 令和元年5月18日（土） 実施済み

納涼ビアパーティー 令和元年7月19日（金）

MBA交流会 令和元年9月8日（日）

須　川　正　啓
（平成18年卒・OBS 9期）

「撤回」とは
緑丘囲碁クラブ

○定例会
　2月24日（日）大通囲碁センター　24人
　5月12日（日）大通囲碁センター　28人）
○知事杯戦
　4月28日（日）大通囲碁センター　2位
　※一部リーグ昇格

例会模様（2月24日）

近頃気になる用語がある。
特に政治家が失言するやその内容、意味を咎められ「撤回」と言い放つ事象で生じる用語だ。
そんな意図ではないだの本意ではないと言い訳も見苦しく軽薄である。
失言を辞書で引くと「言ってはいけない事をうっかり言ってしまう」とある。
行為における失態も同様で、己はうっかりではなく失言ならぬ真言、失態ならぬ実態と断じたい。
撤回を行使するまでは失言（失態）の意思・実行表示は有効であり、行使時から無効であるとは誠に都合のよい理
屈だ。
囲碁において撤回するとは「待った」であり、即刻負けである。
人間未熟な己なら卓袱台ならぬ碁盤返しの意趣返しだ。
ただ己にも来

こ
し方

かた
人生が「撤回」出来ぬものかと思うこと頻りである。
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緑丘会札幌支部
電話／ FAX ： 011-231-6900
ホームページ　http://www.ryokyukai.com/
メール ： ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

亡くなられた会員の皆様
（平成30年11月～令和元年5月受付）

  卒　年 　  氏　　名 　　ご逝去日
昭和18年 稲　　　義　一 平成30年7月7日
昭和20年 金　澤　義　輝 平成31年2月8日
昭和23年 稲　場　敬一郎 平成30年8月22日
昭和23年 秋　山　正　三 平成30年10月25日
昭和25年 栗　原　克　郎 平成30年12月3日
昭和28年 澤　本　久　慶 平成30年6月6日
昭和31年 亀　　　治　作 平成30年12月24日
昭和33年（短） 森　田　荘　一 不明
昭和34年 板　橋　孝　雄 平成31年1月3日
昭和38年 薄　田　　　實 平成30年9月18日
昭和38年 工　藤　泰　一 平成30年11月17日
昭和46年 古　山　敞　悦 平成30年7月11日
昭和46年 萩　原　純一郎 平成31年1月9日
平成4年 天　野　敏　枝 平成30年
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。（敬称略）

　5月1日の改元で、「令和」の御代となりました。この「緑丘

さっぽろ107号」は、記念すべき「令和の第１号」です。多くの

同窓生は、昭和に生まれ平成を経て、令和の今を歩んでいます。

私たちが濃密で貴重な4年間（都合により+αの方も）を過ごし

た母校・小樽商大は、明治に創設され大正に発展し、昭和・平成・

令和と長い歴史を重ねて、2年後には110周年を迎えます。商

大同窓生は、学んだ時代は違っていても同じ丘の上で青年期を

過ごした不思議なご縁で繋がっています。この「緑丘さっぽろ」

も、誠にささやかながら、同窓生の間のご縁を繋ぐ存在です。

今号掲載記事にも、「家族で緑丘人」「親子で緑丘人」「100周

年間近のグリークラブ」「中堅・若手OBOGビジネス交流会始

動」「現役ゼミ学生企画の商大お菓子」等々、素敵なご縁のお

話がコンパクトに盛り沢山掲載されています。

　少子化で地方大学の存立が危惧される中、小樽商大も「緑

丘さっぽろ」も、令和の時代に逞しく歴史を重ねて行けたら幸

いです。さて、現編集メンバーは昭和45年卒から平成26年卒。

近い将来、令和X年卒のメンバーが新たに加わりご縁を継いで

くれるに違いないと、私は信じています。　

  緑丘会札幌支部副支部長　福　井　慎　二（昭和55年卒）

編 集 後 記

協賛広告
「バナー広告」掲載のお願い
　小樽商科大学同窓会緑丘会札幌支部では、支部運営財源の

確保と同窓生相互のコミュニティ等を図ること、現役学生へ

の就活情報提供を目的として、卒業生が在籍・運営する企業・

団体を対象に、バナー広告の掲載を承っております。小樽商

科大学卒業生・現役学生を自社サイトに誘導し、さらに詳細

な情報を提供することができます。掲載料は、年額1,000円

の５年一括契約の5,000円と設定いたしましたので、ぜひ、

仕事情報の交換等に・学生へのリクルート情報にご利用く

ださい。HPをお持ちでない方用に、定型の広告ページを

10,000円で作成いたします。事務局までご連絡ください。

1995（平成7）年度
入学生同期会

　新たな時代が始まる今夏、初めての同期会を開催する

運びとなりました。当日は、和田健夫現学長もお呼びし

ています。皆さまお誘い合わせのうえ、奮ってご参加く

ださい。 

日　　時▶2019年8月10日（土）17:00～

場　　所▶ロイトン札幌

会　　費▶5,500円（立食形式）

申込方法▶	2019年7月7日までに以下のURLまたは

QRコードからお申込みください。

　　　　　出欠変更は8月1日（木）まで承ります。

　　　　　https://form.os7.biz/f/dae1cd0e/

発 起 人▶小澤隆、本間文浩、増田憲之、河崎智之、

　　　　　鈴木峰子、工藤朋毅、諸戸ちひろ、

　　　　　小澤（相川）聡子

問合せ先▶shoudai1995@gmail.com（鈴木）

＊	申込者の個人情報は、同期

会の開催・運営以外には使

用いたしません。
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寄贈本のご紹介

❶　The New Economics
Keynes’ Influence on Theory and Public Policy
Edited by Seymour E.Harris  (Third Impression 
1952)

❷　Theory of Economic Dynamics
M. Kalecki（Third Impression）

❸　The Accumulation of Capital
Joan Robinson　(Students’Edition 1956)

❹　資本蓄積論 
ジョーン・ロビンソン　杉山清訳　※３の和訳本
（みすず書房　昭和32年12月10日　第一刷）

　昭和35年卒の玉井敏郎様より、当時のテキストをご寄贈いただきました。転居のため蔵書を処分されたそうです
が、この４冊は欲しい方がいればお譲りしたいとお預かりしました。いずれも学生時代の思い出が詰まった貴重な
本です。ご希望の方は支部事務局までご一報ください。
　札幌支部の「緑丘文庫」には、卒業生や小樽ゆかりの書籍の他、同じく昭和35年卒の小野邦夫様よりご寄贈いた
だいた大学や緑丘会行事のＤＶＤがございます。貸出もしておりますのでどうぞご覧ください。

玉井様からのコメント
　藤井栄一先生（元学長、経済原論）が商大へ奉職した最初のゼミ生で、「The Accumulation of Capital」は先
生の留学土産としてもらったものです。就職面接ではこの英国の女性経済学者ジョーン・ロビンソンの原書を読
破研究したことがトップの評価となり、即刻入社合格となりました。

❶ ❸

❷ ❹



●と　き 令和元年7月6日（土）
午後4時30分　総会
午後5時　　　 懇親会

●会　費 6,000円

●ところ 札幌プリンスホテル 国際館パミール
（南３西１２　☎241-1111）

令和元（2019）年緑丘会札幌支部　

北に一星あり、浪漫ティックがとまらない
令和元（2019）年  緑丘会札幌支部

年次大会のご案内

お名前

ご卒年 （  昭 ・  平  ）　　　　　　　年卒 学生　　　　　　年

ご住所

電話・アドレス （ 自宅 ・ 勤務先 ）

次回ご案内をお送りしますので、初めてご参加の方、変更のある方はご記入ください。

差し支えない範囲でご記入をお願いします。
この機会に支部へ入会を希望される方は、チェックをお願いします。

特別企画
恒例となりました須川正啓さん（平成18年卒、OBS9期）に
よる小樽＆商大クイズ大会を開催します。今年はどんな問題
がでるのでしょう。どうぞお楽しみに！

お申込み
6月20日（木）までに、各年度幹事か事務局まで卒年とお名前
をご連絡ください。
当日は受付が大変混み合います。できるだけ事前にお申込の
上、会券をご持参ください。会券は支部HPからもダウンロー
ドできます。

一人でも多くの方のご参加を
お子さま連れも大歓迎！ キッズスペースをご用意いたします。
お席は卒年毎となりますが、入学年等のご希望やゼミやサーク
ル単位のお席も承ります。
ご都合にあわせて、懇親会からのご参加も可能です。
終了後は同ホテルで二次会を行います。同封のチラシをご覧く
ださい。

年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会年 次 大 会

（平成22年卒以降は５，０００円）

と　き▶令和元年7月6日（土）

　　　　午後4時 開場

　　　　午後4時30分 総会

　　　　午後５時 懇親会

　　　　午後7時30分 閉会

ところ▶札幌プリンスホテル　
　　　　国際館パミール３階　
　　　　（中央区南3西12　☎241-1111）

会　費▶6,000円
　　　　（平成22年卒以降は5,000円）

当番幹事▶平成2年入学・平成6～9年卒

サブ幹事▶平成3年入学・平成7年卒

代　表▶研谷　敦
　　　　　（庭球部、カレー部、体育会、篠崎ゼミ、深川西高校）

き　り　と　り

ご勤務先

出身高校

所属ゼミ・部・サークル


